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市民を愛する 市民に愛される 病院へ

地域医療支援病院 地域がん診療連携拠点病院 脳卒中急性期拠点医療機関/回復期医療機関
心筋梗塞等の心血管疾患急性期拠点病院/回復期医療機関 臨床研修病院（基幹型・協力型）
日本医療機能評価機構認定 第2種感染症指定医療機関 地域周産期中核病院

令和2年、新年のご挨拶
荒尾市民病院事業管理者 大嶋 壽海

あけましておめでとうございます。こころから新年のお慶びを申し上げます。令
和初の正月はいかがでしたか？本院の年末年始は、元旦の救急車搬入数が16台と本
院開設以来最多となり、大忙しの年始でした。年末心配しておりましたインフルエ
ンザの院内発生は2例と少なく、外来受診者も、インフルエンザ関連の受診者は少な
く、新年会でお会いした先生方の話では、当番で100例を超す患者を診て、朝から夕
方まで綿棒を鼻孔やのどへ入れたという話を聞くと機能別受診という、いい病診連
携の輪ができてきていると感じております。
さて、本院の今年は、何といっても新病院建築が最大の課題です。昨年11月に建

築費120億円、総額147億円で基本設計が終わり、市当局と市議会皆様の賛同を得て
います。現在はECI方式による施工業者をプロポーザルによる選定を行うため、要綱
の作成等の作業を行っております。新年早々公告を行い6月に決定予定です。最優秀
提案業者と契約後、ECI提案を受け、検討し、実施設計に移る予定です。令和3年に
建設工事に入る計画です。また、本院の災害拠点病院の指定については、有明地域
医療保健推進協会等で認められ、昨年度末までに、災害時の水（透析用を含む）食
料、自家発電燃料等の確保や荒尾市民病院DMATチームの発足などの準備も整い、今
年、有明保健所の立ち入り検査を経て、県の承認を得られそうです。現在、有明地
域の災害拠点病院は公立玉名中央病院のみでありますが、これで本院も加わり、災
害時の医療の安全安心がより一層確かなものになります。
ところで、県北地域唯一の国指定地域がん診療拠点病院として、放射線治療装置

（リニアック）を有している本院ですが、放射線治療専門医である福川善之先生が
異動になり、1月から大津家裕仁先生が後任として着任しています。
また、4月には熊大耳鼻咽喉科から、非常勤ですが医師の派遣が決まりました。4

月から週一回で外来２階に耳鼻咽喉科外来を開設いたします。詳細は追ってお知ら
せいたします。
本院は、「いい病院づくり」をテーマに掲げ、荒尾市唯一の急性期病院、地域の

中核病院として多くの医療機関、介護施設等と病診連携の輪を拡げて参りました。
高齢化社会に直面し益々病診連携の大切さを感じているところです。
県北地域唯一の国指定地域がん拠点病院、県指定脳卒中急性期、県指定心筋梗塞

急性期拠点病院を受けるなど県北地域の急性期医療に携わって参りました。救急外
来のバックには18床のHCUを備え、重症患者の集中的な加療を行っております。
今年もどうぞよろしくお願いいたします。

追伸：令和２年度 荒尾市民病院 地域医療連携懇親会は、来る5月8日金曜日
ホテルヴェルデで開催予定です



新年明けましておめでとうございます。

本院の連携機関の皆様、昨年は病診連携を進めることで、患者さんの

QOL向上に多大なるご協力を頂きまして誠にありがとうございました。衷

心より感謝申し上げます。

当院の紹介率・逆紹介率の年次推移をみますと(下段グラフ）荒尾市、

玉名郡市、大牟田市いずれにおいても紹介患者数・逆紹介患者数ともに

増加傾向にあり、昨年の月平均の紹介患者数は537名、逆紹介患者数は

843名にあがりました。当院は荒尾市医師会との話し合いの中で、昼間の

一次医療患者は、医師会の診療所で、二次以上は荒尾市民病院で診療す

るという役割分担を目標にしていますが、少しずつ浸透してきているこ

とが数字に現れたものと考えます。現在の日本は、少子高齢化が進み、

保険医療の財政基盤となる若者が減少していますので、地域医療構想の

中で役割分担を進めて、さらに効率の良い医療を展開していかなければ

ならないと強く感じます。

荒尾市民病院 院長 勝守 高士

新年のご挨拶



現在、荒尾市、玉名市、大牟田市の人口は、52242人、66223人、

113662人、高齢化率は、35％、33％、38％です。高齢化率は3市とも全国

平均の28％を上回っています。

少子高齢化の中で、一人暮らし高齢者の割合が増加しています。熊本

県の報告では、65歳以上の一人暮らし世帯は平成12年に全世帯の10.5％

（2049世帯）でしたが、平成27年には13.8％（2896世帯）と増加してい

ます。緩和医療の観点から死亡の場所別死亡割合を見てみますと、平成

21年では病院で77.8％、診療所5.6％だったものが、平成29年にはそれぞ

れ、74.7％、4.4％と減少し、代わりに老人保健施設・老人ホームが1.20

％、4.1％からそれぞれ、2.5％、7.8％と増加していました。

自宅での死亡は若干減少傾向にあり、平成21年、9.3％、平成29年、

8.8％でした。今後さらに施設での看取りが増加すると考えられ、緩和医

療において、さらに医療と介護の連携が重要になってくるものと思われ

ます。

本院は、国から地域がん診療連携拠点病院、県から脳卒中急性期拠点

病院・心筋梗塞等の心血管急性期拠点病院、難病基幹協力病院、地域周

産期中核病院の指定を受け、荒尾市唯一の高度急性期病院という立場で

地域医療連携に関わり、荒尾地域住民の健康の維持・増進に努めており

ます。

また、本年は災害拠点病院の指定を目指し、さらに新病院が開院した

後には、地域救命救急センターの指定を目指しています。

今後とも皆様との連携を深めて、患者中心の安全で質の高い医療の提

供を目指していきたいと思いますので、本年も何卒よろしくお願い申し

上げます。



Information

難治性皮膚疾患に有効なナローバンドＵＶＢ療法装置
導入しました

【紫外線治療器】
（SYNERON CANDELA社製 Davvlin7）

この装置は、ナローバンドＵＶＢランプ
10本を搭載しており、立位のまま半身
ずつ紫外線治療を行うことできます。扇
状に開くことで均一かつ短時間に紫外
線を当てることができる為、効率的な治
療を実現します（週に数回、数分の治療
時間）。

【治療適応疾患】乾癬、類乾癬、掌蹠膿疱症、菌状息肉症、皮膚悪性リ
ンパ腫、慢性苔癬状粃糠疹、尋常性白斑、アトピー皮膚炎、扁平苔癬、
円形脱毛症

皮膚科部長 新森大佑



Information

33回院内学会を振り返って
薬剤科 蓮尾 憲作

令和元年10月19日荒尾総合文化センターにおきまして、第33回荒尾市民病院院

内学会が開催されました。今年度は「新時代の荒尾市民病院」をテーマに掲げ、今回

、特別講演を一般公開することで沢山の一般市民の方に参加して頂きありがたく思っ

ております。おかげさまで参加者は総勢390名となり、盛大な院内学会を開催するこ

とができた事は大変喜ばしいことでした。

名誉学会長 浅田敏彦市長、荒尾市医師会会長 藤瀬隆司様よりそれぞれご挨拶を

頂きました。

教育講演は、小児科の藤井績先生より、「筋ジストロフィーの『これまで』と、『これか

ら』～治るかもしれない時代。地域で活きていくこと。～」について講演をして頂きまし

た。今後、有明地域においても、筋ジストロフィー症等に対する特定疾病をいかに治療

すべきかについて考えさせられる講演を聴くことができました。

また、日本人工知能学会学長 三菱ケミカルホールディングスの浦本直彦先生より

「人工知能技術がもたらす社会の変革」について講演をして頂きました。会場からは、

ＡＩを診療に応用することについて熱き想いをもって質問された方々がおられました。そ

れに対して浦本先生は、近いうちに現実的になり得る事などについて分かり易く説明

されていました。

今回の開催にあたり、ご協力いただいた関係者の方、またご参加いただきました地

域住民の方に感謝申し上げたいと思います。



Information

病気になった時、身体の不調や気持ちの落ち込み、お仕事・
日常生活への影響など様々な変化が伴います。
その変化の中で、本人・家族が辛く感じている症状や不安な
気持ちに目を向け、医師・看護師・社会福祉士・薬剤師・放射
線技師・栄養士・リハビリセラピストなどを含むチームで医療・
ケアを行っています。
医療現場では医療側の思いと本人・家族の思いが異なる場
面もありますが、本人・家族がどのような治療・ケアを受けた
いと希望されているか、その思いに寄り添い、最善を尽くすよ
うに心がけています。

氏名：大津家 裕仁（おおつか ひろひと）
専門：放射線治療科
出身大学：熊本大学
卒業年：2015年
所属学会：日本医学放射学会

日本放射線腫瘍学会
初めまして。2020年1月より放射線治療科医師として荒尾
市民病院に勤務いたします大津家と申します。
前任の福川医師と比較し医師としての経験が浅く、至らぬと
ころがあるかと存じますが、荒尾市および周辺地域の放射線
治療につきまして少しでもお役に立てるよう努力して参ります。
よろしくお願いいたします。

放射線治療科医師

氏名：谷口 由美（たにぐち ゆみ）

緩和ケア認定看護師



後日

Information

後日、参加申込書をFAXいたします。多数のご参加を
お待ちしております。



《病院理念》

荒尾市民病院は、地域住民
の健康の維持・増進に努め、
患者中心の安全で質の高い医
療の提供を目指します。

《基本方針》
1 地域の信頼に応える基幹病
院として最善の医療を提
供します。

2 地域連携を進め、地域完結
型医療を目指します。

3 患者の人権を尊重し、温か
い心を持った医療人を育
成します。

4 効率的な経営管理を基本と
し、健全な経営を目指し
ます。

《患者様の権利と責務》

1 あなたは、個人としてその人格が尊重される権利が
あります。

2 あなたは、あなたの病気について、良質な医療を平
等に受ける権利があります。

3 あなたは、医療の内容について十分な説明を受け、
十分な納得と同意の上で適切な医療を選択し、決定
することができる権利があります。

4 あなたは、個人情報とプライバシーが守られる権利
があります。

5 あなたは、ご自身のカルテなどの診療記録の開示を
求め、その内容や説明を受ける権利があります。

6 良質な医療を実現するため、医師等に患者さまご自
身の健康に対する情報を正確に伝える責務がありま
す。

7 病院の規則に従い他者への迷惑にならないように努
める責務があります。

8 臨床研修医、看護学生等が指導者の監督のもと研修
や実習を行なっていることへの協力をお願い
いたします。
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★荒尾市民病院に社会福祉士が入職しました！

昨年１２月２日から相談支援センターに配属された岡部と申します。職種は社会福祉
士です。出身地は、大牟田です。大牟田の高校を卒業後、九州看護福祉大学 社会福祉
学科を卒業しました。荒尾市民病院に来るまでは、精神科病院で勤務していました。今
回、初めて急性期病院で勤務させていただくことになりました。病気の事や医療用語な
ど分からない事が多く、毎日勉強させていただいております。一日でも早く業務内容を
覚え、活躍できるようになりたいと思っています。
休みの日はバイクでツーリングに出かけたり、体を動かすなど好きな事に没頭しリフ

レッシュしています。バイクに乗られている方がおられましたら、お声かけ下さい。
分からない事ばかりでご迷惑をおかけすると思いますが精一杯頑張りますのでご指導

ご鞭撻の程よろしくお願いします。
相談支援センター 岡部 光


